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『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
吉
原
寛
樹
〔
抄
録
〕
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
逆
修
説
法
』
は
法
然
が
逆
修
法
会
に
お
い
て
行
っ
た
講
説
の
聞
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
の
講
説
は
『
観
経
釈
』
や
『
選
択
集
』
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
中
原
親
子
の
関
係
を
踏
ま
え
る
法
然
の
配
慮
、
ま
た
『
逆
修
説
法
』
以
前
に
修
さ
れ
た
然
の
逆
修
法
会
に
お
け
る
願
文
「
然
上
人
入
唐
時
爲
母
修
善
願
文
」
を
通
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
法
然
は
『
逆
修
説
法
』
に
お
け
る
「
孝
養
父
母
」
の
講
説
に
お
い
て
父
母
健
在
の
う
ち
に
「
孝
」
を
修
す
る
事
を
詳
説
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
法
然
、『
逆
修
説
法
』、
中
原
師
秀
、
然
、
孝
養
父
母
は
じ
め
に
『
逆
修
説
法
』
は
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四１
）
）
中
原
師
秀
（
生
没
年
不
詳２
）
）
が
阿
弥
陀
仏
来
迎
引
接
像
を
刻
み
、
そ
の
開
眼
供
養
に
あ
わ
せ
て
行
な
っ
た
逆
修
法
会
に
法
然
上
人
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
、
以
下
全
て
の
尊
称
を
略
す
）
が
導
師３
）
と
し
て
招
か
れ
た
時
の
聞
書
で
あ
る
。『
逆
修
説
法
』
の
諸
本
は
、
漢
語
系
三
本
（
安
土
浄
厳
院
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
『
逆
修
説
法
』、
恵
空
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
『
逆
修
説
法
』、
義
山
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
『
逆
修
説
法
』）
と
和
語
系
三
系
三
本
（『
西
方
指
南
抄
』
所
収
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』、『
師
秀
説
草
』、『
無
縁
集
』）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
は
、
恵
空
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
『
逆
修
説
法
』
が
最
も
原
型
に
近
い
と
さ
れ
る４
）
の
で
、
こ
こ
で
は
恵
空
本
所
収
の
も
の
に
依
る
事
と
す
る
。
問
題
提
示
「
孝
養
父
母
」
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
散
善
縁
に
、
欲ン
生ント
彼ノ
国ニ
者ハ
當
修ス
三
福ヲ
一ニ
者
孝
養シ
父
母ニ
奉
事シ
師
長ニ
慈
心ニ
不
殺サ
修ス
十
善
業ヲ
二ニ
者
受
持シ
三
ヲ
具
足シ
衆
戒ヲ
不
犯セ
威
儀ヲ
三ニ
者
發シ
菩
提
心ヲ
深ク
信シ
因
果ヲ
讀
誦シ
大
乗ヲ
勧
進ス
行
者ヲ
如キノ
此ノ
三
事ヲ
名テ
爲ス
淨
業ト
５
）
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と
説
か
れ
て
い
る
三
福
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
○
世
福
（
世
間
的
道
徳
）
○
戒
福
（
仏
の
定
め
ら
れ
た
戒
律
を
守
る
）
○
行
福
（
自
ら
正
法
を
修
行
し
、
そ
の
法
で
他
人
を
教
化
す
る
善
根
）
の
世
福
（
世
間
的
道
徳
）
に
あ
た
る
箇
所
で
あ
る
。
浄
土
三
部
経
を
善
導
の
説
に
依
っ
て
東
大
寺
に
お
い
て
講
説
し
た
の
が
法
然
の
『
三
部
経
釈
』
で
あ
る
。『
逆
修
説
法
』
で
は
『
無
量
寿
経
』・『
阿
弥
陀
経
』
を
初
七
日
・
三
七
日
・
五
七
日
で
、『
観
無
量
寿
経
』
は
二
七
日
・
四
七
日
・
六
七
日
で
と
い
う
具
合
に
、
交
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
経
を
用
い
て
講
説
し
て
い
る
。
法
然
は
こ
の
『
三
部
経
釈
』（
特
に
『
観
無
量
寿
経
釈
』）
と
『
逆
修
説
法
』、
ま
た
『
選
択
集
』
に
お
い
て
「
孝
養
父
母
」
を
講
説
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
は
、
二
七
日
と
四
七
日
で
「
孝
養
父
母
」
を
説
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
二
七
日
で
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
を
見
て
み
る
と
、先ズ
三
福ト
者
一ニハ
孝
養
父
母ト
者
有リ
世
間ノ
孝
養
有リ
出
世ノ
孝
養
世
間ノ
孝
養ト
者
俗
書ニ
云
立テ
身
行
道
揚
名ヲ
後
世ニ
以
顕ハ
父
母ヲ
孝ノ
終リ
也ト
申シテ
於
世ニ
有
名
誉
而
以テ
好
者
哉
是ハ
某カ
子ソト
被ルヲ
云ハ
為
孝
養ノ
極ト
也６
）
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
七
日
の
「
孝
養
父
母
」
の
方
が
よ
り
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
四
七
日
の
所
説
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
『
観
無
量
寿
経
釈
』（
以
下
『
観
経
釈
』）
と
『
選
択
集
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
の
箇
所
を
『
逆
修
説
法
』
と
比
べ
て
み
る
と
表
１
（
本
稿
の
最
後
に
掲
載
）
の
よ
う
に
な
り
、
明
ら
か
に
『
逆
修
説
法
』
が
他
の
二
本
よ
り
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
法
然
は
『
逆
修
説
法
』
で
「
孝
養
父
母
」
を
他
の
二
本
よ
り
詳
し
く
説
か
れ
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
『
逆
修
説
法
』
四
七
日
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
こ
こ
で
提
起
し
た
事
を
考
察
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
の
が
、
而ニ
大
法
主
禅
門
偏ニ
為ニ
一
人ノ
孝
子
大
徳ノ
被レテ
勧
深ク
入シタマヘル
往
生
浄
土ノ
門ニ
事モ
哀レニ
被
思ヒ
合
候
也７
）
の
文
で
あ
る
。
こ
の
文
は
四
七
日
で
説
か
れ
て
い
る
「
孝
養
父
母
」
の
箇
所
の
最
後
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
は
逆
修
法
会
の
主
宰
者
で
あ
る
大
法
主
禅
門８
）
（
中
原
師
秀
）
が
、
息
子
で
あ
る
安
楽
房
遵
西
（
俗
名
中
原
師
広
、
？
〜
一
二
〇
七
）
に
勧
め
ら
れ
て
、
浄
土
門
に
入
っ
た
事
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
に
よ
り
、
四
七
日
に
説
く
「
孝
養
父
母
」
の
講
説
に
お
い
て
、
法
然
が
中
原
親
子
の
関
係
を
意
識
し
て
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
文
中
に
出
て
く
る
「
孝
子
」
と
い
う
語
句
は
、「
よ
く
父
母
に
仕
え
る
子
・
親
に
孝
行
な
子
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
重
要
な
語
句
で
あ
る
。
こ
の
「
孝
子
」
と
関
連
す
る
「
孝
養
」
と
い
う
語
句
が
、
四
七
日
の
「
孝
養
父
母
」
の
箇
所
に
出
て
く
る
。
ま
ず
、
四
七
日
の
講
説
に
見
ら
れ
る
「
孝
養
始
」・「
孝
養
終
」
と
「
真
実
孝
養
」
の
三
つ
の
語
句
を
見
て
い
く
事
に
す
る
。
法
然
は
『
観
経
釈
』
で
は
、
在
家
孝
養
父
母
之
旨
廣ク
如
説クガ
論
語
孝
經ニ
９
）
と
し
、
ま
た
『
選
択
集
』
第
十
二
章
で
は
、
世
間ノ
孝
養トハ
者
如シ
孝
經
等ニ
説クガ
10
）
三
二
『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
（
吉
原
寛
樹
）
と
し
て
、「
孝
養
父
母
」
を
説
く
時
、
必
ず
『
孝
経
』
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
逆
修
説
法
』
で
も
「
世
間
孝
養
」
を
講
説
す
る
冒
頭
に
、
世
間ノ
孝
養ト
者
俗
家
所ノ
言
孝
經
等ニ
説ル
是
也11
）
と
し
て
、『
孝
経
』
の
冒
頭
第
一
章
の
「
開
宗
明
言
宣
章
第
一
」（『
孝
経
』
の
宗
旨
を
顕
わ
し
て
孝
道
の
大
義
を
明
か
す
章12
）
）
の
一
節
を
引
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
世
間ノ
孝
養ト
者
俗
家
所ノ
言
孝
経
等ニ
説
是
也
身
体
髪
膚ハ
受タリ
于
父
母ニ
不ルヲ
敢テ
毀
傷
孝ノ
始
也
身
体
髪
膚ハ
受トハ
父
母
者
今
以
之ヲ
意
得ニ
有
二
義
一ニハ
人ノ
懐
妊ノ
後
我
妊ミタル
何ナル
物ヲカ
覧ラン
有ラント
不ル
人
物
様
様ニ
不
審ク
可キ
覚
事ニテ
候
初テ
見レハ
生タルヲ
者
身
体
髪
膚
無
違フ
父
母ニ
無クテ
毀
傷タル
事
有ル
正タダシキ
子ニテ
之
時
令ムル
悦
父
母ノ
心ヲ
故ニ
以テ
之
申
孝
養ノ
始トハ
覚
候
二ニハ
人ノ
身ハ
併ラ
父
母ノ
之
身
体
也
然ニ
此ノ
身ヲ
西
而
打チ
損シ
或ハ
与ト
人
為
口
論ヲ
被
切リ
突ツカ
或ハ
不
治ニ
振
舞テ
付キ
病
如
此ノ
者
専ニ
傷ル
父
母ヲ
也
然
者
全
此ノ
身ヲ
我
身ハ
父
母ノ
身
分ナレ
者
思フヲ
構ヘテ
不シト
毀
傷
申ス
孝
養ノ
始
ト
覚ヘ
候13
）
つ
ま
り
『
孝
経
』
の
「
孝
養
始
」
の
文
を
法
然
は
次
の
二
義
を
以
て
解
釈
し
て
い
る
。①
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
父
母
と
異
な
る
事
な
く
無
事
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
孝
養
の
始
ま
り
で
あ
る
。
②
そ
う
し
た
親
か
ら
受
け
た
身
体
を
人
と
の
争
い
で
傷
つ
け
た
り
、
不
摂
生
を
し
て
病
も
ち
に
な
っ
た
り
す
る
事
が
な
い
の
も
孝
養
の
始
ま
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
孝
養
終
」
に
つ
い
て
は
、
立テ
身ヲ
行トハ
道
者
随
己カ
家ニ
各
学ナヒ
行ヲ
可キ
学ヒ
習フ
之
道ヲ
揚
名ヲ
開テ
徳ヲ
仕ヘ
身ヲ
朝
廷ニ
施
誉ヲ
四
海ニ
被レテ
云ハ
是ハ
其ノ
人
之
子ソト
顕ハスヲ
父
母
名ヲモ
申ス
孝
養ノ
終ト
14
）
と
述
べ
て
い
る
。
対
応
す
る
『
孝
経
』
の
本
文
で
は
、「
立
身
行
道
揚
名
於
後
世
。
以
顕
父
母
孝
之
終
也
。」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
法
然
も
、
学
問
に
志
し
て
宮
仕
え
を
す
る
身
と
な
っ
て
、「
名
と
徳
を
あ
げ
て
、
自
分
の
両
親
の
名
を
も
有
名
に
す
る
事
」
が
「
孝
養
終
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
真
実
孝
養
」
に
つ
い
て
は
、
所
謂
「
報
恩
」（『
法
苑
珠
林
』
第
二
十
二
巻
入
道
篇15
）
に
も
引
用
あ
り
）
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
次ニ
出
世ノ
孝
養ト
者
流
転
三
界
中
恩
愛
不
能
断
棄
恩
入
無
為
真
実
報
恩
者
申
不
継
父ノ
道ヲモ
不
随
母ノ
心ニモ
不
運ハ
水
之
志ヲモ
不ス
守ラ
顔
色ノ
之
趣ヲモ
而
或ハ
交リ
山
林ニモ
或ハ
住
蘭
若ニモ
修
行スル
佛
道ヲ
者
当
時ノ
思
者
似レトモ
不
知
恩ヲ
忘タルニ
徳ヲ
暫ク
棄
有
漏ノ
恩
徳ヲ
終ニ
求ル
無
為ノ
報
謝ヲ
也
是ヲ
申ス
真
実ノ
孝
養トハ
也16
）
つ
ま
り
、
父
の
家
業
も
継
が
ず
、
母
の
心
に
も
随
わ
ず
出
家
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
当
初
の
姿
か
ら
す
れ
ば
恩
を
知
ら
ず
、
徳
を
忘
れ
た
よ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
仏
道
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
有
漏
の
恩
愛
を
越
え
た
、
煩
悩
に
左
右
さ
れ
る
事
の
な
い
平
安
な
境
地
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
実
の
報
恩
の
姿
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
挙
げ
た
「
孝
養
始
」「
孝
養
終
」「
真
実
孝
養
」
の
部
分
は
『
観
経
釈
』
や
『
選
択
集
』
に
は
見
ら
れ
ず
、『
逆
修
説
法
』
独
自
の
講
説
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
法
然
は
『
逆
修
説
法
』
で
こ
の
よ
う
に
「
孝
養
父
母
」
を
詳
説
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
こ
こ
で
は
中
国
浄
土
教
祖
師
の
「
孝
」
へ
の
言
及
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
次
に
見
る
よ
う
に
曇
鸞
（
四
七
六
〜
五
四
二
）・
道
綽
（
五
六
二
〜
六
四
五
）・
善
導
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
も
中
国
の
伝
統
的
な
孝
思
想
の
影
響
下
に
あ
り
、
法
然
自
身
の
出
家
学
道
に
即
し
て
み
て
も
、
法
然
の
心
層
下
に
は
「
孝
養
父
母
」
の
問
題
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
孝
養
父
母
」
に
関
し
て
、
法
然
も
承
知
し
て
い
た
に
違
い
な
い
所
を
三
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
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文
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究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
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二
年
三
月
）
中
国
浄
土
教
典
籍
の
中
な
か
ら
取
り
出
し
て
み
た
い
。
ま
ず
「
孝
子
大
徳
」
の
「
孝
子
」
に
つ
い
て
、
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
巻
上
に
は
『
往
生
論
』
の
第
一
句
目
の
文
に
あ
る
「
世
尊
」
を
注
釈
し
た
次
の
よ
う
な
箇
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
夫レ
菩
薩ノ
帰スル
ハ
佛ニ
如
孝
子ノ
之
帰シ
父
母ニ
忠
臣ノ
之
帰スル
君
后ニ
動
静
非
己ニ
出
没
必
由ルカ
知テ
恩ヲ
報ス
徳ヲ
理
宜ク
先ツ
啓ス
又
所
願
不
軽カラ
若
如
来
不ハ
加シタマハ
威
神ヲ
将ニ
何
以カ
達セン
乞フ
加スル
ヲ
神
力ヲ
所
以ニ
仰テ
告タテマツル
17
）
つ
ま
り
、
お
よ
そ
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
孝
子
が
父
母
に
随
い
、
忠
臣
が
主
君
に
仕
え
る
場
合
、
動
静
を
自
分
勝
手
に
せ
ず
、
出
所
進
退
が
す
べ
て
知
恩
・
報
恩
の
心
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曇
鸞
は
仏
に
帰
依
し
仕
え
る
菩
薩
を
「
孝
子
」
と
い
う
中
国
的
な
用
語
を
以
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、『
孝
子
経18
）
』
と
い
う
名
の
経
典
も
あ
る
。
内
容
は
、
出
家
者
が
父
母
に
乳
哺
の
恩
を
報
ず
る
の
は
、
父
母
を
し
て
悪
を
去
ら
し
め
、
善
を
勧
め
、
五
戒
を
持
ち
、
三
宝
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
次
に
道
綽
の
『
安
楽
集
』
第
十
二
大
門
で
は
、『
十
往
生
阿
弥
陀
仏
国
経
』
に
説
か
れ
る
十
往
生
法
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
五
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
五ニ
者
正
念ニ
孝
順シ
於
父
母ニ
敬
奉シ
於
師
長ニ
不
起サ
慢ノ
心ヲ
往
生ス
阿
弥
陀
佛
国ニ
19
）
こ
こ
で
は
「
孝
順
父
母
」
が
、
奉
事
師
長
・
不
起
慢
と
共
に
往
生
法
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
善
導
の
『
観
経
疏
』
序
分
義
で
は
、
一ニ
言ハ
孝
養
父
母ト
者
此レ
明ス
一
切ノ
凡
夫
皆
藉テ
縁ニ
而
生スル
ヲ
（
中
略
）
不ル
行ハ
恩
孝ヲ
者ノハ
即
與
畜
生
無シ
異ナル
也
又
父
母ハ
者
世
間
福
田ノ
之
極ナリ
也
佛ハ
者
即
出
世
福
田ノ
之
極ナリ
也20
）
と
し
、「
孝
養
父
母
」
を
福
田
思
想
と
関
連
づ
け
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
法
然
が
承
知
し
て
い
た
孝
の
思
想
で
あ
る
。
然
の
逆
修
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
は
法
然
の
『
逆
修
説
法
』
に
お
け
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
当
時
の
逆
修
観
か
ら
見
れ
ば
、『
孝
子
伝21
）
』
な
ど
を
唱
導
に
お
け
る
一
資
料
と
し
て
扱
っ
て
い
て
も
、「
父
母
健
在
の
う
ち
に
孝
を
修
す
る
」
と
い
う
事
を
逆
修
法
会
の
目
的
の
一
つ
と
考
え
る
の
は
か
な
り
特
異
な
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
大
日
本
史
料
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
僅
か
に
父
母
の
恩
を
目
的
と
し
て
い
る
逆
修
法
会
が
あ
っ
た
事
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
本
朝
文
粹22
）
』
に
載
っ
て
い
る
然
（
九
三
八
〜
一
〇
一
六
）
の
逆
修
法
会
に
お
け
る
願
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
事
と
す
る
。
法
然
と
然
と
の
因
縁
然
の
逆
修
法
会
に
お
け
る
願
文
と
は
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
藤
原
明
衡
編
に
な
る
漢
詩
文
集
『
本
朝
文
粹
』
第
十
三
巻
に
あ
る
「
然
上
人
入
唐
時
爲
母
修
善
願
文
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
編
者
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』（『
慶
氏
日
本
往
生
記
』・『
日
本
往
生
記
』・『
往
生
極
楽
記
』
と
も
称
す
）
の
著
者
、
慶
滋
保
胤
（
九
三
一
？
〜
一
〇
〇
二
）
で
あ
る
。
こ
の
書
に
関
し
て
『
逆
修
説
法
』
初
七
日
で
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
の
功
徳
を
述
べ
る
箇
所
に
、
又
智
光ノ
曼
陀
羅トテ
有リ
世
間ニ
流
布
之
本
尊
其ノ
因
縁ハ
人
常ニ
知ル
之ヲ
不
可
具ニ
申ス
三
四
『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
（
吉
原
寛
樹
）
可
見
日
本
往
生
伝ヲ
23
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
日
本
往
生
伝
」
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
も
当
然
、
法
然
は
慶
滋
保
胤
の
事
は
知
っ
て
お
り
、
源
信
と
同
行
の
慶
滋
保
胤
の
著
書
も
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
然
は
平
安
時
代
中
期
の
三
論
宗
の
学
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
九
八
三
年
に
宋
に
渡
り
、
五
台
山
な
ど
を
巡
礼
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
七
（
圓
融
天
元
三
年
七
月
〜
五
年
正
月
）
の
八
月
十
六
日
の
箇
所
に
も
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
有
心
渡
海
蓋
歴
観
名
山
巡
礼
聖
跡
也
適
遇
商
客
将
付
帰
醱
然
郷
土
非
不
懐
尚
奇
心
於
台
嶺
之
月
波
浪
非
不
畏
偏
任
身
於
清
涼
之
雲
往
者
如
出
矛
而
趣
中
天
竺
霊
仙
拠
家
国
而
住
五
薹
山
縦
雖
庸
才
欲
追
古
跡
伏
望
垂
允
容
給
小
契
以
為
行
路
之
遠
信
者
夫
以
二
方
異
域
雲
水
雖
一
味
同
法
師
資
是
親
件
然
学
伝
三
論
志
在
斗
薮
願
令
万
里
之
飛
蓬
付
一
箇
之
行
李
以
牒24
）
然
は
帰
国
後
、
持
ち
帰
っ
た
釈
迦
如
来
像
を
安
置
す
る
た
め
の
伽
藍
（
清
凉
寺
）
を
建
立
す
る
こ
と
を
奏
請
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
釈
迦
如
来
像
に
つ
い
て
塚
本
善
隆
氏
は
、
釋
迦
佛
瑞
像
は
諸
宗
の
傳
道
者
求
法
者
の
本
尊
と
な
つ
て
全
國
的
に
そ
の
模
像
を
流
布
せ
し
め
た
し
、
釋
迦
堂
を
中
心
と
し
た
寺
域
は
、
各
宗
の
「
ひ
じ
り
」
達
の
、
殊
に
鎌
倉
期
に
は
新
興
念
佛
宗
諸
宗
の
大
衆
へ
の
宣
教
の
場
と
な
つ
た
し
、
念
佛
宗
興
隆
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
南
都
佛
教
徒
の
復
興
運
動
も
釋
迦
佛
瑞
像
を
中
心
に
し
て
し
ば
し
ば
展
開
せ
ら
れ
た25
）
。
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
四
巻
に
よ
る
と
、
保
元
々
年
上
人
二
十
四
の
と
し
、
叡
空
上
人
に
い
と
ま
を
こ
ひ
て
嵯
峨
の
清
凉
寺
に
七
日
参
篭
の
こ
と
あ
り
き
。
求
法
の
一
事
を
祈
請
の
た
め
な
り
け
り
。
こ
の
寺
の
本
尊
釈
迦
善
逝
は
、
西
天
の
雲
を
い
で
、
東
夏
の
霞
を
わ
け
て
三
國
に
つ
た
は
り
た
ま
へ
る
霊
像
な
れ
ば
、
と
り
わ
き
懇
志
を
は
こ
び
た
ま
ひ
け
る
も
、
こ
と
は
り
に
ぞ
お
ぼ
え
侍
る26
）
と
あ
り
、
法
然
も
一
向
専
念
義
の
教
え
を
立
て
る
以
前
、
二
十
四
歳
の
時
に
清
凉
寺
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
ひ
た
す
ら
生
死
を
離
れ
る
事
の
で
き
る
教
え
を
見
出
さ
ん
と
清
涼
寺
の
釈
迦
如
来
像
に
祈
る
た
め
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
釈
迦
如
来
像
は
印
度
・
中
国
・
日
本
の
仏
教
国
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
然
も
真
心
か
ら
願
い
祈
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
「
然
上
人
入
唐
時
爲
母
修
善
願
文
」
に
つ
い
て
然
は
入
宋
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
前
年
の
九
八
二
年
、
四
十
四
歳
頃
に
母
の
た
め
逆
修
法
会
を
営
ん
で
い
る
。『
本
朝
文
粋
』
第
十
三
巻
に
載
っ
て
い
る
の
は
そ
の
時
の
願
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
然
有リ
心
願
如
来
可シ
證
明シタマフ
然
天
祿ヨリ
以
降
有リ
心
渡
海ニ
本
朝
久シク
停メテ
乃
貢
之
使ヲ
而
不
遣ハサ
入
唐
間
待ツテ
商
買
之
客ヲ
而
得タリ
渡ルコトヲ
今
遇ウチ
其
便ニ
欲ス
遂ゲント
此
志ヲ
然
願ハクハ
先ヅ
参リ
五
臺
山ニ
欲フ
逢フトコヲ
文
殊
之
即
身ニ
願ハクハ
次ニ
詣ツテ
中
天
竺ニ
欲フ
禮セント
釈
迦
之
遺
跡ヲ
27
）
と
し
、
入
宋
へ
の
思
い
を
持
ち
始
め
た
の
は
天
禄
（
九
四
七
〜
九
五
一
）
の
こ
ろ
で
あ
り
、
入
宋
の
際
に
は
五
台
山
を
巡
礼
し
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
に
渡
り
釈
迦
の
霊
跡
を
巡
礼
し
よ
う
と
す
る
願
い
が
あ
っ
た
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
然
去リ
難キ
去リ
之
家
郷ヲ
棄テ
難ト
棄テ
之
恩
愛ヲ
寄セ
心ヲ
於
無
知
之
域ニ
委ス
身ヲ
於
三
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
異
類
之
人ニ
豈
不
哀シカラ
哉
豈
不
痛マシカラ
哉
然レドモ
猶
不
顧ミ
軀
命ヲ
不
著セ
名
利ニ
渡リ
海ヲ
登リ
山
由ニ
忍ビ
寒ヲ
忘レ
苦ヲ
修
行
是レ
勤メバ
罪
根
漸ク
滅エン
大
慈
大
悲
釈
迦
文
殊
可ク
以テ
憐
愍ス
可シ
以テ
相
迎ヘタマフ
佛
子
自ラ
發シ
此
願ヲ
獨
怪シム
此
心ヲ
と
あ
り
、
故
郷
を
去
り
恩
愛
を
棄
て
、
名
誉
や
利
益
を
求
め
ず
、
ひ
た
す
ら
に
修
行
す
る
事
に
よ
っ
て
罪
根
を
消
滅
し
、
臨
終
の
時
に
は
釈
迦
・
文
殊
菩
薩
の
来
迎
を
期
し
た
い
と
い
う
願
志
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
自
問
自
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
其
謗ル
者
云ク
凡ソ
入
唐
求
法
之
人
自
宗ニハ
者
弘
法
大
師
天
台ニハ
者
傳
教
大
師
皆
是レ
権
化
之
人
希
代
之
器
也
此
外
之
倫
才
名
超エ
衆ニ
修
学
命ゼリ
世ニ
如キ
佛
子ノ
者ハ
不ル
及バ
古
人ニ
之
喩
猶
不ルガ
可カラ
天
之
階タツ
矣
定メテ
知ンヌ
表ハサン
我ガ
朝
無キコトヲ
人
也
カニ
以ミレバ
不ル
得
意ヲ
人
所
陳ブル
宜シク
然ル
夫レ
非ザレバ
魚ニ
者
不
可カラ
以テ
知ル
魚ノ
楽シミヲ
非ザル
我ニ
者ハ
不
可カラ
以テ
覺ル
我ガ
心ヲ
つ
ま
り
、
弘
法
大
師
や
伝
教
大
師
が
唐
に
行
き
法
を
求
め
た
の
は
、
仏
・
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
者
が
法
を
求
め
て
も
無
駄
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
目
的
は
、
為ナリ
是ノ
斗
薮ノ
為ナリ
是ノ
菩
提ノ
也
（
中
略
）
曰ハバ
是レ
汝
何
人ゾ
捨テテ
本
土ヲ
朝スル
巨
唐ニ
有リ
何ノ
心
有ルヤ
何ノ
願
乎ト
つ
ま
り
、
宋
に
行
く
の
は
自
身
の
得
脱
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
故
郷
を
捨
て
て
唐
に
向
か
う
の
は
ど
の
よ
う
な
目
的
や
願
い
が
あ
る
の
か
と
問
わ
れ
て
も
、
為ニ
求
法ノ
不
来ラ
為ニ
修
行ノ
即チ
来ルト
也
と
答
え
、
宋
に
行
く
こ
と
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
自
分
自
身
の
罪
障
消
滅
の
為
の
修
行
が
目
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
問
自
答
か
ら
然
の
入
宋
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
想
い
が
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
佛
子
心ニ
有リ
難キ
忍ビ
之
事
如
来
重ネテ
照
見シタマエ
之ヲ
老
母
在リ
堂ニ
行
年
六
十
其
恩
是レ
深シ
不
得
不ルヲ
報ゼ
佛
子
抛ツテ
母ヲ
欲スレバ
去ランコトヲ
則チ
可シ
失フ
孝
行ヲ
携ヘテ
母ヲ
将ニ
留マラント
亦
可シ
背ク
宿
懐ニ
と
述
べ
、
六
十
歳
に
な
る
母
に
対
す
る
恩
に
は
ま
だ
報
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
母
を
残
し
て
入
宋
す
れ
ば
孝
行
の
徳
を
失
い
、
ま
た
母
の
傍
に
留
ま
れ
ば
自
身
の
悲
願
に
背
く
事
に
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
心
境
を
、
我ガ
母
不
是レ
人
世ノ
之
母ナラ
是レ
善
縁
之
母
也
若シ
萬
人
緩ウシ
頰ヲ
苦ニシテ
心ヲ
而
諌ムトモ
之ヲ
我
未ダ
必ズシモ
従ハ
若シ
一
親
形ハシ
言ニ
變ジテ
色ヲ
而
留メバ
之ヲ
我
可ケンヤ
何ゾ
逆フ
哉
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
周
り
の
人
々
全
て
が
入
宋
す
る
事
を
反
対
し
て
も
従
わ
な
い
が
、
母
が
自
分
を
引
き
止
め
よ
う
と
顔
色
を
か
え
て
説
得
す
れ
ば
、
自
分
は
そ
の
母
の
思
い
に
背
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
誠ニ
勤ムルハ
我
之
佛
道ヲ
寧
非ズヤ
我
之
慈
堂ニ
乎
と
述
べ
、
仏
道
を
求
め
る
の
は
母
で
は
な
く
自
分
自
身
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
続
け
て
、佛
子
有リ
男
女
兄
弟
二
三
人
相
議シテ
曰ク
餘
年
之
水
者
汝
之
所ナリ
可キ
営ム
何ヲ
以テカ
及バン
飢
寒ニ
後
生
之
菩
提ハ
者
我
之
所ナリ
為ス
先ト
豈
令メンヤ
随ハ
悪
趣ニ
乎
凡ソ
棄テ
恩ヲ
入ルハ
無
為ニ
真
実
之
報
恩ナリ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
兄
弟
達
と
相
談
し
た
結
果
、「
母
の
水
は
兄
弟
達
に
任
し
、
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
菩
提
は
然
が
行
う
事
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
恩
を
棄
て
悟
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
こ
そ
が
真
の
意
味
で
恩
に
報
い
る
事
で
あ
る
」
と
し
て
、
母
へ
の
孝
の
在
り
方
を
在
家
の
兄
弟
達
と
出
家
の
自
分
の
場
合
と
を
峻
別
し
た
上
で
、
母
の
た
め
に
逆
修
法
会
を
営
む
事
に
し
た
の
三
六
『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
（
吉
原
寛
樹
）
で
あ
る
。
逆
修
法
会
の
堂
内
の
荘
厳
等
に
つ
い
て
は
、
奉リ
圖シ
十
齋
佛
菩
薩
及ビ
弥
勒
文
殊
梵
天
帝
釈ノ
像
一
幀ヲ
奉ル
書シ
妙
法
蓮
華
経
仁
王
般
若
経
各
一
部ヲ
便チ
於テ
常
住
寺ニ
五
日
十
講
供
養
演
説ス
と
あ
り
、
十
齋
仏
・
菩
薩
・
弥
勒
菩
薩
・
文
殊
菩
薩
・
梵
天
・
帝
釈
天
の
図
像
を
掛
け
軸
に
し
、『
妙
法
蓮
華
経
』・『
仁
王
般
若
経
』
を
一
部
ず
つ
書
写
し
、
常
住
寺
で
五
日
間
、
十
講
の
供
養
演
説
を
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
是レ
即チ
爲ニ
慈
母
七
七
日ノ
所
逆メ
修スル
也
と
し
て
、
こ
の
逆
修
法
会
は
自
身
の
母
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
菩
薩
の
像
を
図
絵
し
た
事
や
経
を
書
写
し
た
目
的
に
つ
い
て
は
、
所
以ハ
圖
繪スル
此
佛
像ヲ
者
爲ナリ
慈
母ニ
一
月ニ
十
日
精
進
依セシメンガ
所
以ハ
講
説スル
此
経
典ヲ
者
令メントテ
慈
母ヲシテ
現
當ニ
植エ
因ヲ
結バ
縁ヲ
也
と
し
て
、
仏
像
図
絵
は
自
身
の
母
を
仏
教
に
帰
依
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
経
典
講
説
は
仏
教
に
帰
依
し
、
結
縁
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
、
然
の
逆
修
法
会
の
願
文
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
法
然
の
『
逆
修
説
法
』
と
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
、
次
項
の
表
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。（
な
お
、
法
然
の
『
逆
修
説
法
』
の
箇
所
は
傍
訳
『
逆
修
説
法
』
下
巻28
）
の
『
逆
修
説
法
』
目
次
を
参
考
と
し
た
。）
こ
の
よ
う
に
、
両
者
に
は
一
部
対
応
す
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
中
で
も
③
・
⑤
・
⑥
の
箇
所
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
③
に
つ
い
て
は
、
法
然
は
「
孝
養
終
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
『
孝
経
』
よ
り
五
等
の
孝
養
の
中
の
一
つ
で
あ
る
水
の
孝
養
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
法
然
は
、
是ハ
採リ
薪ヲ
結ヒ
水ヲ
捻
菜ヲ
拾ヒテ
菓ヲ
朝
暮ニ
養フ
父
母ヲ
孝
養
也29
）
と
し
、
自
分
の
両
親
を
扶
養
す
る
孝
養
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
然
は
日
本
に
置
い
て
い
く
母
の
扶
養
を
兄
弟
に
託
す
時
、「
水
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。「
水
」
と
は
水
を
飲
み
、
豆
の
粥
を
す
す
る
こ
と
で
、
粗
食
の
事
を
い
う
。
然
の
言
う
「
水
」
と
は
法
然
の
場
合
と
同
じ
く
、『
孝
経
』
に
お
け
る
「
水
の
孝
養
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
⑤
に
つ
い
て
は
、
法
然
は
、
父
の
家
業
も
継
が
ず
、
母
の
心
に
も
随
わ
ず
出
家
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
当
初
の
姿
を
み
れ
ば
恩
を
知
ら
ず
、
徳
を
忘
れ
た
よ
《
法
然
と
然
の
逆
修
法
会
に
お
け
る
孝
養
に
関
す
る
対
照
表
》
法
然
『
逆
修
説
法
』
然
の
逆
修
法
会
願
文
①
身
体
髪
膚
、
父
母
に
受
け
た
り
対
応
箇
所
な
し
②
身
を
立
て
道
を
行
う
〜
是
れ
は
其
の
人
の
子
ぞ
対
応
箇
所
な
し
③
五
等
の
孝
養
餘
年
の
水
は
あ
な
た
の
営
む
所
で
あ
る
④
顔
色
の
孝
養
一
親
が
言
葉
に
表
し
、
色
を
変
じ
て
之
を
留
め
れ
ば
〜
⑤
流
転
三
界
中
、
恩
愛
不
能
断
、
棄
恩
入
無
為
、
真
実
報
恩
者
凡
そ
恩
を
棄
て
て
無
為
に
入
る
は
真
実
の
報
恩
な
り
⑥
若
し
人
、
父
母
の
恩
を
報
ぜ
ん
と
欲
わ
ば
、
父
母
に
代
わ
り
て
誓
願
を
発
し
て
阿
蘭
若
菩
提
場
に
入
り
て
昼
夜
に
常
に
妙
道
を
修
す
べ
し
然
の
入
宋
の
目
的
そ
の
も
の
と
対
応
⑦
出
世
に
も
身
を
立
て
道
を
行
う
方
法
あ
り
。
三
蔵
法
師
・
禅
師
・
律
師
・
羅
什
三
蔵
・
玄
三
蔵
・
南
岳
大
師
・
天
台
大
師
と
云
わ
れ
る
。
対
応
箇
所
な
し
⑧
父
の
貧
し
か
ら
ん
者
を
寺
内
に
置
き
こ
れ
を
養
い
、
母
の
貧
し
か
ら
ん
者
を
寺
外
に
置
き
こ
れ
を
養
え
対
応
箇
所
な
し
⑨
父
母
師
僧
に
孝
順
す
る
を
戒
と
名
ず
く
対
応
箇
所
な
し
三
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
仏
道
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
有
漏
の
恩
愛
を
越
え
た
、
煩
悩
に
左
右
さ
れ
る
事
の
な
い
平
安
な
境
地
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
実
の
報
恩
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
対
応
す
る
然
の
考
え
を
見
て
み
る
と
、
自
身
が
仏
道
修
行
を
す
る
目
的
が
母
の
た
め
で
な
く
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
悩
み
に
対
し
、
恩
愛
を
棄
て
悟
り
の
境
地
に
入
る
事
が
真
の
意
味
で
の
恩
に
報
い
る
事
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
箇
所
で
は
、
法
然
は
講
説
、
然
は
自
問
自
答
と
各
々
状
況
は
違
う
が
、「
恩
愛
を
棄
て
悟
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
真
実
の
孝
養
で
あ
る
」
と
い
う
同
じ
結
論
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
法
然
と
然
の
「
真
実
の
孝
養
」
に
対
す
る
考
え
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑥
に
つ
い
て
見
る
と
、
法
然
は
⑤
に
あ
る
「
煩
悩
が
不
断
の
ま
ま
で
恩
徳
を
捨
て
て
、
真
実
の
報
恩
謝
徳
を
求
め
る
事
を
真
実
の
孝
養
」
と
す
る
事
の
根
拠
と
し
て
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
第
五
の
文30
）
を
引
用
し
、
両
親
の
恩
に
報
い
た
い
と
願
う
な
ら
、
両
親
に
代
わ
り
誓
願
を
お
こ
し
、
人
里
を
離
れ
た
道
場
で
修
行
し
、
昼
夜
常
に
悟
り
を
求
め
よ
と
し
て
い
る
。
然
の
場
合
こ
れ
に
対
応
す
る
考
え
は
自
分
自
身
の
罪
障
消
滅
の
修
行
の
た
め
に
宋
に
渡
る
と
い
う
求
法
の
志
で
あ
り
、
ま
た
入
宋
に
あ
た
り
母
に
対
す
る
報
恩
の
た
め
に
逆
修
法
会
を
営
む
と
い
う
行
動
で
あ
る
。
こ
の
考
え
が
然
に
と
っ
て
の
「
真
実
の
孝
養
」
な
の
で
あ
る
。
ま
と
め
本
論
で
は
、『
逆
修
説
法
』
に
お
け
る
「
孝
養
父
母
」
が
『
観
経
釈
』・『
選
択
集
』
よ
り
詳
し
く
講
説
し
て
い
る
所
以
を
問
題
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、『
観
経
釈
』・『
選
択
集
』・『
逆
修
説
法
』
の
「
孝
養
父
母
」
を
詳
し
く
対
照
し
て
み
る
と
、
『
逆
修
説
法
』
で
は
他
の
二
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「
孝
養
始
」「
孝
養
終
」「
真
実
孝
養
」
の
三
つ
の
語
句
を
用
い
て
「
孝
養
父
母
」
を
講
説
し
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
こ
の
三
つ
の
語
句
の
う
ち
「
孝
養
始
」「
孝
養
終
」
は
『
孝
経
』
の
「
孝
之
始
」「
孝
之
終
」
に
、
ま
た
「
真
実
孝
養
」
に
つ
い
て
は
、『
法
苑
珠
林
』
が
そ
の
出
典
を
『
清
信
士
度
人
経
』
と
す
る
「
報
恩
」
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
「
孝
」
の
思
想
の
反
映
を
読
み
取
る
事
が
で
き
る
。
で
は
、
な
ぜ
法
然
は
逆
修
法
会
に
お
い
て
「
孝
」
を
詳
説
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
而ニ
大
法
主
禅
門
偏ニ
為ニ
一
人ノ
孝
子
大
徳ノ
被レテ
勧
深ク
入シタマヘル
往
生
浄
土ノ
門ニ
事モ
哀レニ
被
思ヒ
合
候31
）
と
い
う
文
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
文
は
『
逆
修
説
法
』
第
四
七
日
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
の
最
後
に
出
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
逆
修
法
会
の
主
宰
者
で
あ
る
中
原
師
秀
が
、
息
子
で
あ
る
安
楽
房
遵
西
に
勧
め
ら
れ
て
、
浄
土
門
に
入
っ
た
事
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
か
ら
、
四
七
日
に
説
く
「
孝
養
父
母
」
の
講
説
に
お
い
て
、
法
然
が
中
原
親
子
の
関
係
を
意
識
し
て
「
孝
」
を
詳
説
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
清
凉
寺
に
三
国
伝
来
と
い
わ
れ
る
釈
迦
牟
尼
像
を
将
来
し
た
然
の
「
然
上
人
入
唐
時
爲
母
修
善
願
文
」
と
い
う
逆
修
法
会
勤
修
の
発
願
文
を
見
て
い
く
と
、
父
母
健
在
の
う
ち
に
「
孝
」
を
修
す
る
事
を
明
確
に
し
て
法
会
を
営
ん
だ
先
例
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
然
の
逆
修
法
会
は
法
然
の
『
逆
修
説
法
』
の
「
孝
養
父
母
」
の
講
説
と
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
法
然
の
場
合
の
よ
う
に
儒
仏
両
典
を
用
い
て
母
に
対
す
る
孝
の
在
り
よ
う
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
、
然
が
母
の
た
め
に
逆
修
法
会
を
営
ん
だ
先
行
事
例
を
法
然
が
三
八
『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
（
吉
原
寛
樹
）
承
知
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
法
然
が
逆
修
の
講
説
に
お
い
て
、
然
と
同
じ
父
母
健
在
の
う
ち
に
「
孝
」
を
修
す
る
と
い
う
意
趣
を
含
ま
し
め
な
が
ら
中
原
師
秀
親
子
を
意
識
す
る
中
で
孝
養
父
母
を
詳
説
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
〔
注
〕
１
）
大
谷
旭
雄
氏
は
、
逆
修
勤
修
の
年
時
を
建
久
五
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
大
谷
旭
雄
「
逆
修
法
会
の
成
立
史
的
研
究
｜
成
立
年
時
と
成
立
時
の
形
態
考
｜
」
（『
法
然
浄
土
教
と
そ
の
周
縁
（
坤
）』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
七
年
）
（
２
）
安
楽
房
遵
西
の
父
親
で
少
外
記
と
い
う
役
職
に
つ
い
て
い
た
。
こ
の
中
原
氏
の
家
系
図
等
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
三
田
全
信
『
改
訂
増
補
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
〇
年
）
に
詳
し
い
。
（
３
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
四
十
八
巻
（『
法
然
上
人
伝
全
集
』
三
一
七
頁
）
に
、
ま
た
外
記
の
大
夫
逆
修
を
い
と
な
み
、
上
人
を
請
じ
た
て
ま
つ
り
て
、
唱
導
と
す
。
と
あ
る
。
ま
た
、
恵
空
本
『
漢
語
灯
録
』
所
収
の
『
逆
修
説
法
』
の
末
尾
の
文
に
は
、右
六
ケ
条ハ
是
外
記
禅
門
安
楽
房
遵
西ノ
父
也
修セン
五
十
日ノ
逆
修ヲ
之
時キ
以テ
上
人ヲ
為ス
先
六
度
導
師ト
彼ノ
説
法ノ
聞
書
也
結
願ノ
唱
導ハ
真
観
房
也
と
あ
る
の
で
、
中
原
師
秀
が
施
主
と
な
り
修
さ
れ
た
逆
修
法
会
の
導
師
は
、
初
七
日
か
ら
六
七
日
が
法
然
で
あ
る
が
、
七
七
日
は
感
西
で
あ
る
。
（
４
）
中
野
正
明
氏
は
「
伝
来
す
る
諸
本
の
あ
る
遺
文
に
つ
い
て
対
照
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
最
早
恵
空
本
の
方
が
良
質
で
あ
っ
て
原
型
に
近
く
、
義
山
本
は
明
ら
か
に
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
曲
げ
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。（『
法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』
一
七
九
頁
、
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
）
ま
た
、
林
田
康
順
氏
は
「
以
上
、『
古
本
』
の
加
筆
改
編
作
業
は
、
語
句
の
用
法
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
必
要
最
小
限
度
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
先
に
見
た
よ
う
な
編
者
の
恣
意
的
な
改
編
が
散
見
さ
れ
る
『
御
説
法
事
』
や
、
多
く
の
改
編
や
削
除
の
作
業
を
加
え
て
い
る
『
無
縁
集
』
に
よ
る
よ
り
も
、『
古
本
』
そ
の
も
の
に
よ
っ
た
方
が
よ
り
正
確
に
法
然
の
説
示
そ
の
も
の
に
近
づ
け
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。（「
法
然
上
人
『
逆
修
説
法
』
諸
本
の
比
較
研
究
」、『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
四
十
五
巻
第
二
号
、
一
九
九
七
年
）
（
５
）『
浄
土
宗
全
書
』
一
巻
三
九
頁
（
６
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
四
〇
頁
（
７
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
九
頁
こ
こ
に
挙
げ
た
「
而ニ
大
法
主
禅
門
偏ニ
為ニ
一
人ノ
孝
子
大
徳ノ
被レテ
勧
深ク
入シタマヘル
往
生
浄
土ノ
門ニ
事モ
哀レニ
被
思ヒ
合
候
也
」
の
文
は
他
の
『
逆
修
説
法
』
の
諸
本
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
宇
高
良
哲
『
逆
修
説
法
』
諸
本
の
研
究
三
三
九
頁
（
文
化
書
院
、
一
九
八
八
年
）、
岸
一
英
『
逆
修
説
法
漢
語
三
本
対
照
』
六
〇
頁
（
私
家
版
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。
（
８
）
禅
定
の
門
に
は
い
っ
た
も
の
の
意
で
、
仏
門
に
は
い
っ
た
男
子
を
い
う
。
在
家
の
ま
ま
で
、
髪
を
そ
り
、
僧
の
姿
と
な
っ
た
居
士
。
入
道
。（
石
田
瑞
磨
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』
六
七
九
頁
）
（
９
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
一
一
二
頁
（
10
）『
選
択
本
願
念
佛
集
』（
昭
和
十
五
年
版
、
土
川
勧
学
宗
学
興
隆
会
）
九
八
頁
（
11
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
八
頁
（
12
）『
孝
経
』
の
引
用
箇
所
の
原
文
と
書
き
下
し
は
以
下
の
通
り
。
子
曰
夫
孝
徳
之
本
也
教
之
所
由
生
也
復
坐
吾
語
汝
身
體
髪
膚
受
之
父
母
不
敢
毀
傷
孝
之
始
也
立
身
行
道
揚
名
於
後
世
以
顯
父
母
孝
之
終
也
夫
孝
始
於
事
親
中
於
事
君
終
於
立
身
（『
孔
子
全
集
（
原
文
）』
三
三
頁
）
子
曰
く
、
そ
れ
孝
は
徳
の
本
な
り
、
教
の
由
り
て
生
ず
る
所
な
り
。
坐
に
復
れ
。
吾
れ
汝
に
告
げ
ん
。
身
體
髪
膚
は
、
こ
れ
を
父
母
に
受
く
。
敢
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
な
り
。
身
を
立
て
、
道
を
行
ひ
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、
以
て
父
母
を
顯
は
す
は
孝
の
終
な
り
。
そ
れ
孝
は
親
に
事
ふ
る
に
始
ま
り
、
君
に
事
ふ
る
に
中
し
、
身
を
立
つ
る
に
終
る
。（『
孔
子
全
集
（
国
訳
）』
四
八
頁
）
（
13
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
八
頁
（
14
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
九
頁
（
15
）『
大
蔵
経
』
五
十
三
巻
四
四
八
頁
ｂ
三
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
（
16
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
九
頁
（
17
）『
浄
土
宗
全
書
』
一
巻
二
二
〇
頁
下
（
18
）『
大
蔵
経
』
十
六
巻
（
19
）『
浄
土
宗
全
書
』
一
巻
七
〇
九
頁
下
（
20
）『
浄
土
宗
全
書
』
二
巻
二
九
頁
下
（
21
）『
岩
波
仏
教
辞
典
』
所
収
「
孝
子
伝
」
の
項
、
参
照
。
（
22
）
藤
原
明
衡
撰
。
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
年
）
頃
の
成
立
。
全
十
四
巻
の
漢
詩
文
集
で
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
か
ら
後
一
条
天
皇
ま
で
の
詩
文
四
七
二
編
を
、「
文
選
」
の
体
裁
に
な
ら
い
三
九
項
に
分
類
し
て
収
め
る
。
詩
は
少
な
く
、
奏
状
・
表
・
序
が
豊
富
で
願
文
・
諷
誦
文
な
ど
も
含
む
。
（
23
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
三
四
頁
（
24
）『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
七
巻
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
二
巻
二
五
一
頁
）
（
25
）
塚
本
善
隆
「
嵯
峨
清
凉
史
平
安
朝
篇
｜
棲
霞
清
涼
二
寺
盛
衰
考
｜
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
五
号
、
一
九
五
五
年
）
（
26
）『
法
然
上
人
傳
全
集
』
一
二
頁
（
27
）
以
下
、
然
の
願
文
は
『
本
朝
文
粹
』
第
十
三
巻
（『
日
本
文
学
大
系
』
第
二
十
三
巻
五
九
九
〜
六
〇
二
頁
）
に
よ
る
。
（
28
）
伊
藤
唯
真
監
修
真
柄
和
人
訳
注
『
傍
訳
逆
修
説
法
（
下
）』
三
一
九
頁
（
四
季
社
、
二
〇
〇
七
年
）
（
29
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
九
頁
（
30
）
若シ
人
欲ハハ
報ント
父
母ノ
恩ヲ
代テ
於
父
母ニ
発ス
誓
願ヲ
入テ
阿
蘭
若
菩
提
場ニ
昼
夜ニ
常ニ
修ヘシ
於
妙
道ヲ
（『
大
蔵
経
』
三
巻
三
一
七
頁
ｂ
）
（
31
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
五
九
頁
（
よ
し
は
ら
ひ
ろ
き
文
学
研
究
科
浄
土
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
）
（
指
導：
藤
堂
俊
英
教
授
）
二
〇
一
一
年
九
月
二
十
九
日
受
理
『
観
無
量
寿
経
釈
』（一
一
二
頁
）
一ニ
三
福ト
者
此ハ
是レ
序
分ノ
中ノ
説
云云
三
福ト
者
一ニ
者
孝
養
父
母
奉
事
師
長
慈
心
不
殺
修
十
善
業
二ニ
者
受
持
三
具
足
衆
戒
不
犯
威
儀
三ニ
者
發
菩
提
心
深
信
因
果
讀
誦
大
乗
方
等
經
典
勸
進
行
者
一
者
孝
養
父
母ト
者
在
家
出
家
人
皆
有
父
母
必
可
致
孝
養
云云在
家
孝
養
父
母
之
旨
廣ク
如
説
論
語
孝
經
云云
『
選
択
集
』
（
九
八
頁
）
初ニ
三
福トハ
者
經ニ
曰
一ニハ
者
孝
養シ
父
母ニ
奉
事シ
師
長ニ
慈
心ニシテ
不
殺サ
修ス
十
善
業ヲ
二ニハ
者
受
持シ
三
ヲ
具
足シテ
衆
戒ヲ
不
犯サ
威
儀ヲ
三ニハ
者
發シ
菩
提
心ヲ
深ク
信シ
因
果ヲ
讀
誦シ
大
乗ヲ
勸
進ス
行
者ヲ
經
已
文
上
孝
養
父
母トハ
者
付テ
之ニ
有リ
二
一ニハ
世
間ノ
孝
養
二ニハ
出
世ノ
孝
養ナリ
也
世
間ノ
孝
養トハ
者
如シ
孝
經
等ニ
説クカ
『
逆
修
説
法
』
（
二
五
八
〜
二
五
九
頁
）
先ツ
三
福トハ
者
經ニ
云
一
者
孝
養
父
母
云云
二
者
受
持
三
云云
三
者
發
菩
提
心
云云
孝
養
父
母トハ
者
可シ
有ル
世
間
出
世
二ノ
孝
養
世
間ノ
孝
養ト
者
俗
家
所ノ
言
孝
經
等ニ
説ル
是
也
身
躰
髪
膚ハ
受タリ
干
父
母ニ
不ルヲ
敢テ
毀
傷
孝ノ
始
也
身
体
髪
膚ハ
受トハ
父
母
者
今
以
之ヲ
意
得ニ
有
二
義
一ニハ
人ノ
懐
妊ノ
後
我
妊ハラミタル
何ナル
物ヲカ
覧ラン
有ラント
不ル
人
表
１
『
観
無
量
寿
経
釈
』『
逆
修
説
法
』『
選
択
本
願
念
仏
集
』
対
照
表
《
凡
例
》
一
、
内
容
は
・
上
段
『
観
無
量
寿
経
釈
』、
中
段
『
逆
修
説
法
』
は
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
を
使
用
し
た
。
下
段
『
選
択
集
』
に
つ
い
て
は
土
川
勧
学
宗
学
興
隆
会
発
行
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
使
用
し
た
。
・
各
文
献
の
名
称
の
次
に
示
す
数
字
は
、『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』、
土
川
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
頁
数
で
あ
る
。
四
〇
『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
（
吉
原
寛
樹
）
出
家
孝
養
廣
如
説
經
論ニ
釋
尊
父ノ
棺
目
連ハ
贈
食
於
此
等ニ
即
出
家
孝
養ノ
意
也
聲
聞
戒ト
出
世ノ
孝
養トハ
者
如シ
律ノ
中ノ
生
縁
奉
事ノ
法ノ
物
ニ々
不
審ク
可キ
覺
事ニテ
候
初テ
見レハ
生タルヲ
者
身
躰
髪
膚
無
違フ
父
母ニ
無クテ
毀
傷タル
事
有ル
正シキ
子ニテ
之
時
令ムル
悦
父
母ノ
心ヲ
故ニ
以テ
之
申
孝
養ノ
始トハ
覺
候
二ニハ
人ノ
身ハ
併ラ
父
母ノ
之
身
躰
也
然ニ
此ノ
身ヲ
西
而
打チ
損シ
或ハ
與ト
人
為
口
論ヲ
被
切リ
突ツカ
或ハ
不
治ニ
振
舞テ
付キ
病
如
此ノ
者
専ニ
傷ル
父
母ヲ
也
然
者
全
此ノ
身ヲ
我
身ハ
父
母ノ
身
分ナレ
者
思フヲ
構ヘテ
不シト
毀
傷
申ス
孝
養ノ
始
ト
覺ヘ
候
立テ
身ヲ
行トハ
道ヲ
随
巳カ
家ニ
各
學ナヒ
行ヲ
可キ
學ヒ
習フ
之
道ヲ
易
名ヲ
開チ
徳ヲ
仕ヘ
身ヲ
朝
庭ニ
施
譽ヲ
四
海ニ
被レテ
云ハ
是ハ
其ノ
人ノ
之
子ソト
顯ハスヲ
父
母ノ
名ヲモ
申ス
孝
養ノ
終トハ
也
孝
經ニハ
タリ
五
等ノ
孝
養ヲ
則
天
子
諸
侯
卿
大
夫
士
庶
人
也
有リ
水
瓶
孝
養
是ハ
採リ
薪ヲ
結ヒ
水
捻
菜ヲ
拾ヒテ
菓ヲ
朝
暮ニ
養フ
父
母ヲ
孝
養
也
又
有リ
顔
色ノ
孝
養
是レ
守テ
父
母ノ
顔ヲ
随テ
其ノ
趣ニ
何
事モ
不ル
違ハ
心ニ
也
孔
子
曰
色
難シト
是レ
皆
世
間ノ
孝
養
也
次ニ
出
世ノ
孝
養トハ
者
流
轉
三
界
中
恩
愛
不
能
断
棄
恩
入
無
為
真
實
報
恩
者
申
不
継
父ノ
道ヲモ
不
者
有
生
縁
奉
事
法
菩
薩
戒ト
者
孝
順
父
母
云云
孝
養ノ
法
有
内
外ニ
共ニ
是レ
不
聊
爾
威
以
是
爲
往
生ノ
業
云云
随
母ノ
心ニモ
不
運ハ
水
瓶
之
志ヲモ
不ス
守ヲ
顔
色ノ
之
趣ヲモ
而
或ハ
交リ
山
林ニモ
或ハ
住
蘭
若ニモ
修
行スル
佛
道ヲ
者
當
時ノ
思
者
似レトモ
不
知
恩ヲ
忘タルニ
徳ヲ
暫ク
棄
有
漏ノ
恩
徳ヲ
終ニ
求ル
無
為ノ
報
謝ヲ
也
是ヲ
申ス
真
實ノ
孝
養トハ
也
故ニ
心
地
經ニ
云ハク
若シ
人
欲ハハ
報ンハ
父
母ノ
恩ヲ
代テ
於
父
母ニ
發ス
誓
願ヲ
入テ
阿
蘭
若
菩
提
場ニ
晝
夜ニ
常ニ
修ヘシ
於
妙
道ヲ
云云
又
出
世ニモ
可
有
立
身ヲ
行フ
道ヲ
義
智
行
内ニ
積リ
名
徳
外ニ
顯テ
被
云ハ
三
蔵
法
師
禅
師
律
師ナント
即
其ノ
意
也
或ハ
被レ
云
羅
什
三
蔵
玄
三
蔵トモ
被
云
南
岳
大
師
天
台
大
師トモ
即
是
也
又
出
世ノ
孝
養ハ
必
可ト
棄ツ
父
母ヲ
云
事モ
不ス
候ハ
也
即
律ノ
中ニ
有リ
生
縁
奉
事ノ
法
謂ク
父ノ
貧カラン
者
置テ
寺ノ
内ニ
養
之ヲ
母ノ
貧
者
置テ
寺ノ
外ニ
養ト
ヘリ
之
云云
彼モ
此モ
随テ
人ノ
意
ニ
可
依
時ノ
宜ニ
也
梵
網
経ニモ
説ケリ
孝
順スルヲ
父
母
師
僧
名ト
戒
矣
如
来
在
世ノ
時
有
外
道
名ヲ
曰フ
須
昨
陀ト
永ク
不
佛
法ニ
然ニ
佛
遣
阿
難
尊
者ヲ
遣ハス
召シニ
須
昨
陀ヲ
其ノ
故ハ
阿
難
過
去ニ
五
百
生ノ
間タ
有
生タル
須
昨
陀カ
子ト
依テ
其ノ
因
縁ニ
可キ
随フ
阿
難ノ
教
化ニ
故
四
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
也
阿
難
承テ
仏
勅ヲ
誘テ
須
跋
陀ヲ
具
詣テ
仏ノ
所
令ルニ
聞カ
仏ノ
所
説ヲ
即
開タリト
解ヲ
云
因
縁ノ
候
也
以テ
之ヲ
思ニモ
同シ
善
知
識ト
申セトモ
父
母ノ
之
間ハ
藉テ
宿
縁
深ニ
可
易カル
随ヒ
教
化ニモ
候
而ニ
大
法
主
禅
門
偏ニ
為ニ
一
人ノ
孝
子
大
徳ノ
被レテ
勧
深ク
入シタマエル
往
生
浄
土ク
門ニ
事モ
哀レニ
被
思ヒ
合
候
也
四
二
『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
（
吉
原
寛
樹
）
